
別記様式第１号－３

　※事業主体が地域づくり団体等の場合のみ記載すること。

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

平成２９年度 平成３０年度 平成31年度（令和元年）
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①講演会事業
（シンポジウムの開催）
②学校普及啓発事業
（児童生徒向けパンフ
レットの作成）
③住民普及啓発事業
（クリアファイルの作成・
ウォーキングの開催）

①学校普及啓発事業
（児童生徒向けパンフ
レットの継続的な作成）
②住民普及啓発事業
（一般向けパンフレット
の作成）
（ウォーキングの開催）
（案内看板の設置）

①学校普及啓発事業
（児童生徒向けパンフ
レットの継続的な作成）
②住民普及啓発事業
（ウォーキングの開催）

①企画展の開催
②関連講座の開催
③学校普及啓発事業

425,164 1,435,428 103,572 1,964,164 105,490

425,164 1,435,428 103,572 1,964,164 105,490

うち県交付金 212,582 717,714 51,786 982,082

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 0 0 0 0

幹事市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
0285-56-9159
0285-56-6691
gakusyu01@town.kaminokawa.lg.jp

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 教育委員会事務局　生涯学習課　生涯学習係
担当者名 大島　孝博

事業内容

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

上神主・茂原官衙遺跡は、平成15年8月に指定された国指定史跡であり、史跡を共有する上三川町と宇都宮市が協働で恒
久的な保存と計画的な整備活用を推進している。しかしながら、発掘調査成果の公表によって保存活用の気運が盛り上
がってから時間が経過していることに加え、本格的な整備活用時期が先になることから、現状では地域住民の本遺跡に対
する関心は低下している。そのため、本格的な整備事業実施までの期間、史跡の魅力と重要性を住民及び外部に伝え続け
る方策作りが必要となる。

事 業 目 的

上神主・茂原官衙遺跡の魅力と重要性を多くの住民に理解してもらい、郷土愛を醸成し、今後実施予定の本格的な史跡整
備事業に対する理解を得るとともに、両市町への移住・定住の促進を図る。

事 業 概 要

上神主・茂原官衙遺跡のパンフレットの作成および遺跡巡りウォーキングを開催し、遺跡の周知啓発及び活用を図る。
①学校普及啓発事業〔継続事業〕
　・児童生徒向けパンフレットの作成（Ａ３両面二つ折り）の作成　7,000部［宇都宮市6,000部・上三川町1,000部］
②住民普及啓発事業〔継続事業〕
　・遺跡巡りウォーキングの開催（平成31年6月8日（土））
　【翌年度の取組】
①学校普及啓発事業
　・児童生徒向けパンフレットの継続的な作成（Ａ３両面二つ折り）の作成　7,000部［宇都宮市6,000部・上三川町1,000部］
②関連講座の開催
　・本遺跡をテーマとした講座の開催
③住民普及啓発事業〔継続事業〕
　・遺跡巡りウォーキングの開催

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

［上三川町］基本目標２　子育て世代や若者の定住促進
　KPI：町外からの滞在人口（休日）　37,000人（H26)→45,000人（H31)
　※現ＲＥＳＡＳ仕様での表記　基準値（H27.7)1.10倍　→　目標値（Ｈ31）1.30倍【H30実績　1.06倍】
［宇都宮市］基本目標２　人口の定着と東京圏からの流入人口の増加を図る
　KPI：文化施設利用者数　759,519人（H26)→779,000人（H31)〔H30実績：754,238人〕

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：
・設立年月日：
・構成員等：

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【連携事業】

事業主体の名称※

代 表 者 の 名 称 ※

幹 事 市 町 上三川町

構 成 市 町 宇都宮市・上三川町

事 業 名 上神主・茂原官衙遺跡保存活用事業

事業主体の所在※



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

103,572

103,572

２　支出の部

県交付金

103,572 103,572 51,786 0
児童生徒パンフレット7,000部
（単価13.7円＋消費税）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

103,572 103,572 51,786 0

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

上三川町

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

上神主・茂原官衙遺跡保存活用事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

印刷製本費

予算額

科目 備考

市町負担金 上三川町14,796円　宇都宮市88,776円

計



別記様式第１号－５

31 年度

県交付金 県交付金 県交付金 県交付金

103,572 14,796 7,398 0 88,776 44,388 0

103,572 14,796 7,398 0 88,776 44,388 0 0 0 0 0 0 0

単位事業名 対象年度

宇都宮市支出額
自主財源等

栃木県わがまち未来創造事業計画書（連携事業支出整理票）

上神主・茂原官衙遺跡保存活用事業

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

自主財源等科目 予算額
◎◎市町支出額

自主財源等

印刷製本費

計

××市町支出額
自主財源等

上三川町支出額


